
とちぎ農産物ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ協会

月刊情報 （２６年９月号） vol.８４

栃木県冬春トマトグランプリ表彰式・栃木トマト産地改革研究会を開催

いちご王国グランプリ表彰式・いちご王国推進会議を開催

８月７日（木）に栃木県庁内で、第８回いちご王国グランプリ表
彰式を開催し、生産者及び関係者約１２０名が参加した。グラン
プリは生産技術の交流を推進し、栽培技術の改善と品質向上、
生産意欲の高揚を図ることを目的として行われた。予備審査を経
て、出品された１１点の中から、大賞並びに農林水産大臣賞をJA
かみつがの江俣伸一さん、敦子さんご夫妻が受賞した。
表彰式後のいちご王国推進会議では、株式会社ジャパンフ
レーズ国内販売事業部の佐藤部長補佐らによる「日本の業務用
いちごを巡る情勢について」、県経営技術課による「いちごの新
たなハダニ防除法と今年産いちごの病害虫発生状況について」
の講演が行われた。講演内容についてのアンケートでは、「大変
参考になった」「参考になった」という回答が9割以上を占めた。

江俣伸一さん 敦子さん

小島哲史さん 修子さん

８月８日（金）に栃木県庁内で、第７回栃木県冬春トマトグランプ
リ表彰式を開催し、生産者及び関係者約１００名が参加した。グ
ランプリは生産技術の交流を推進し、生産意欲の高揚と栽培技
術の改善、高品質生産を図ることを目的として行われた。予備審
査を経て、出品された７点の中から、大賞並びに農林水産大臣
賞をJAはが野の小島哲史さん、修子さんご夫妻が受賞した。
表彰式後の栃木トマト産地改革研究会では、栃木県農業試験
場から「トマト試験成績の概要」の紹介、株式会社誠和の斉藤主
任研究員による「施設園芸の新たな取り組み事例について」の
講演が行われた。講演内容についてのアンケートでは、回答者
全員が「大変参考になった」「参考になった」と答えていた。

８月５日（火）県内の小・中学校及び幼稚園、保育園の栄養士の方を対象に｢米の産地めぐりと、日本食
の原点・米に学ぶ｣と題して、栃木県産オリジナルブランド米｢なすひかり｣の産地視察研修会及び食味比
較検証会を実施し、約３０名が参加した。

第１部の｢なすひかり｣の圃場では、栃木県の水稲について生産の流れ、生産者のこだわりや、米の安全
安心について水田と環境の関係を説明し、学校給食等での利用促進を図った。

また、第２部では、ＪＡ全農とちぎパールライス部に移動し、全国の米どころのお米８品種を甘味・粘り・ツ
ヤ・香りについて食味を比較した。総合評価｢なすひかり｣が見事１位になり、｢なすひかり｣の認知度向上及
びイメージアップに繋げた。

平成26年度 とちぎのお米「なすひかり」
米の産地めぐりと、日本食の原点・米に学ぶ
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３日（水） 豊水梨目揃会（宇都宮市：農協会館）
８日（月） とちぎのうまいもの再発見！2014産地視察（JA下野管内）
９日（火） いちごリレー苗現地査定会（日光市）
１０日（水） こんにゃく作況調査（第2回）（鹿沼市～茂木町）
１１日（木） 平成26年度 とちぎのお米なすひかり ごはん大好き！田んぼで学ぶ
～１２日（金）
２４日（水） きく研究会検討会・役員会（宇都宮市：農業試験場）
２６日（金） バラ研究会（宇都宮市：コンセーレ）

こんにゃく作況調査を実施

８月１１日（月）、県・ＪＡ等関係者出席のもと、栃木県内（鹿沼市・茂木町）のこんにゃく作況調査を実施した。
調査時点までの天候は、平均気温は平年より１～２度程度高く、日照時間は平年より多く、降水量は６月上
旬および７月上旬が平年を大きく上回った。
根腐病・白絹病の発生が一部見られるももの、生育は概ね順調に推移しているものと思われる。

「2014 サマーフェスティバル in 海ほたる」での県産農産物PR

８月７日（木）千葉県木更津市 海ほたるパーキングエリアで、ＮＥＸＣＯ東日本と東京湾横断道路（株）
主催のイベント「201４ サマーフェスティバルin海ほたる」が開催し、県産品、県産農産物販売及びＰＲを
実施した。

栃木県ブースではミニトマト、ひめきゅうり、巨峰を木桶に入れて冷やして販売した。また、県産農産物Ｐ
Ｒパンフレット「旬とちぎ」等パンフレット及び販促グッズ（うちわ等）で県産農産物のＰＲを行いイメージアッ
プを図った。

栃木県りんどう研究会は、８月２８日～２９日、福島県および岩手県にて先進地視察研修を行った。
病害虫への対策、新品種の動向（各県オリジナル）、ピンク系りんどうの生産の取組み等について研修し
た。主産地の岩手県の生産者から本県「るりおとめ」について高評価をいただいた。
栃木県からは、県オリジナル品種の育種状況報告および今後のりんどう生産２００万本（現在１３０万本）
に向けた課題について報告があった。

りんどう研究会視察研修


